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内容：
太陽光発電のさらなる普及を目指す上で、太陽電池のコストが高

いことが課題となっており、材料・製造コストの低減が可能な有機
薄膜太陽電池の研究開発が盛んに行われています。
本研究室では、有機薄膜太陽電池の高効率化を目指して、ナノ

オーダーの微小な円錐を並べたモスアイ（蛾の眼）構造を用いた光
制御技術を開発しています。有機薄膜太陽電池内部の３次元的な
光の流れを解析するための独自のシミュレーション技術を構築し、
モスアイ構造の形状の設計に応用したことで、8.3%（相対比）の大
幅な発電効率の向上を実現しました。この構造により、入射光を斜
めに曲げて、繰り返し反射により発電層に閉じ込めることが可能で
あり、本来はあまり発電に適さない波長の光も、有効に発電に利用
することができます。モスアイ構造の作成には、安価で大面積化も
可能なナノインプリントを使用しており、産業応用にも向いています。

アピールポイント：
光制御技術の実用化を目指して、産学連携に積極的に取り組み

ます。光学シミュレーションと実験の両方向からアプローチしている
ことが、本研究室の強みです。
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図１ モスアイ（蛾の眼）構造の電子顕微鏡写真
（それぞれの円錐の高さは500～700 nm）
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図２ 有機薄膜太陽電池のデバイス構造（上）とモスアイに
よる光閉じ込めの概念図（下）
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